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Ⅰ .論 文 題 目   

平 安 貴 族 社 会 と 装 束  

 

Ⅱ .論 文 要 旨  

 

序 章  

平安貴 族の 服装 には 、正式 の束 帯か ら 衣冠 、直 衣 、狩 衣な どさ まざ

まな服 装が ある 。着用 する 場面 によ っ ても服 装は 異な る。同 じ場 面で

も 身 分 や 立 場 に よ っ て 着 用 す る 服 装 が 異 な る こ と も あ る 。 本 論 文 は 、

平安貴 族が どう いう 場合 にど のよ うな 服装（ 装束）を着 用す るの かに

ついて 、天皇 との 関係 にお ける 貴族 の身 分の違 い（公 卿 ･殿上 人 ･蔵 人）、

貴族の 勤務 する「場 」、儀式 行事 の性 格 やそれ らが おこ なわ れる「場 」､

そ れ ら に 参 加 す る 貴 族 の 立 場 ･役 割 な ど に 着 目 し て 、 解 明 す る こ と

を 目 的 と す る も の で あ る 。  

平安貴 族社 会の 服装 は 、律 令国 家体 制 におけ る位 階制 に対 応す る位

色で序 列化 され た服 制か ら発 展し たも のであ り 、律 令衣 服制 は位 階制

原理で 構成 され た律 令国 家の 身分 秩序 を表象 して いた 。律令 国家 体制

は古代 日本 をと りま く国 際関 係の 変動 のなか で変 質し 、それ に と もな

って身 分秩 序・ 儀礼 体系 も変 化し た。  

九世紀 末～ 十世 紀初 頭 、律 令国 家か ら 王朝国 家へ の転 換の 一環 とし

て「昇 殿制 」が 成立 した。それ に伴 っ て、平 安貴 族社 会 は 公卿・殿 上

人・地 下官 人と いう新 たな 身分 秩序 で 構成さ れる こと にな った。平安

貴族社 会は 、天皇 に対 する 貴族 の「 人 格的 、身 分的 従属 関係 」に 基づ

く奉仕 と「 機構 や制度 を媒 介と する 」奉仕の 二重 の奉 仕関 係に よっ て

成り立 って いた 。服装 にお いて も 、昇 殿制と いう 天皇 と貴 族と の「人
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格的、身分 的従 属関係 」の 新た な形 態 やそれ に対 応す る宮 廷儀 礼体 系

の形成 によ って 、新た な衣 服体 系が 成 立した 。位 階制 原理に もと づく

位袍の 束帯 を着 用し ての 本官 勤務 、儀 式行事 政務 への 参加 を基 礎と し

つつ、天皇 に日 常的に 奉仕 する 蔵人 の 殿上で の日 中勤 務に、天皇 御服

と同色 の青 色（＝ 禁色 ）束帯 着用 の勅 許、殿上 人の 夜間 宿直 に天 皇の

日常着 と同 じ直 衣着 用の 勅許 など であ る。  

そ こ で 本 論 文 で は 、 平 安 貴 族 の 服 装 着 用 の 実 態 と 貴 族 社 会 の 服 制

（禁色 勅許・雑袍 勅許・直 衣勅 許 ）か ら平安 時代 の政 務や 儀礼 、貴族

社会の 特質 を明 らか にす ると 研究 視角 に基づ いて 、平安 貴族 社会 の服

制とそ の特 質を 明ら かに する 。  

 

第一 章  平 安 貴族 の 勤仕 の 「場 」 と装 束  

位階制 原理 にも とづ く貴 族官 人の 序列 を表象 する 位袍 の束 帯が 、平

安 貴 族 の 公 服 の 基 本 で あ っ た 。 し か し 政 治 組 織 の あ り か た (蔵 人 制 の

整備 )、宮廷 貴族の 編成 原理 (昇殿 制の 整 備 )、国 家儀 礼のあ り方（帝 国

型儀礼 から 宮廷 儀礼 への 転換）の変 容 によっ て、宮廷 社会は 位階 制原

理にも とづ く貴 族官 人序 列だ けで は対 応でき なく なっ た 。そ の変 容を

視 覚 的 に 表 現 す る の が 服 制 の 変 容 で あ り 、 位 袍 の 束 帯 だ け で の 勤 務 ･

奉 仕 が 不 可 能 な 事 態 に な っ た の で あ る 。 平 安 貴 族 が そ の 地 位 に よ り 、

また 、場 面に より 、異な る服 装を 着用 するよ うに なっ たの は 、こ の変

容を端 的に 示す もの であ る。  

本章で は 、正 装の 束帯 で参内 ･退出 する 平安貴 族が 、参内・退 出、勤

仕場所（御 前・殿 上・陣 座）、勤 仕内 容（儀式・行事・祗候・宿直）に

応じて 、束 帯か ら直 衣・衣冠へ ､直衣・衣冠か ら束 帯へ とし ばし ば着 替

えを行 って いた こと を論 じた。公私 の 異なる 場合 で、貴族た ちが 着用
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する服 装に つい て明 らか にし た 。貴 族 たちは 私生 活で 衣冠・布衣・直

衣を主 に着 用し 、参内 や日 中勤 務す る 時には 束帯 を着 用 し た。そ のた

めには 、そ れぞ れの状 況に 応じ て、頻 繁に衣 服を 着替 える 必要 があ っ

た。公卿・殿上 人・蔵人 の内 裏で の着 替えの 場は 、それ ぞれ に定 め ら

れた「 宿所 」＝ 「直 廬」 であ った 。  

     

第二 章  平 安 中・ 後 期に お ける 蔵 人の 装束 着 用の 実 態  

本章で は、蔵人 の日常 勤務 で着 用す る 服装に つい て検 討し た。日 常

勤務に おけ る蔵 人の 装束 とし て『 侍中 群 要』「第 一  蔵人初 参事 」に み

える新 蔵人 の装 束は 、①参 内・退 出の 装束は 位袍 の束 帯 、② 日中 勤務

の服装 は禁 色宣 旨を 得た のち は麹 塵袍 または 位袍 の束 帯 、③ 宿直 時の

装束は「 宿衣 」であ った 。②③ をさ ら に細分 する と宿 直明 けか ら午 一

刻の朝 御膳 まで の天 皇奉 仕や 昼御 座の 鋪設な どは 宿衣 、午一 刻の 朝御

膳から 酉一 刻の 夕御 膳が 撤さ れる まで は束帯 、夕御 膳撤 去後 の天 皇奉

仕や昼 御座 の撤 去（ま た夕 大盤 ）およ び宿直 は宿 衣 で ある 。蔵人 は上

卿主催 の陣 定・陣申文 に勅 旨を 伝え る ために 、ま た上 卿から 呼び 出さ

れて陣 に参 向す ると き 、昼 夜を 分か た ず束帯 であ った 。公卿・実務 官

人（ 弁・史 ）が 位袍 の束 帯で 参加 する 陣定・陣 申文 ＝太 政官 政務 への

参向だ から 束帯 でな けれ ばな らな かっ たので ある 。以上 のよ うに 時間

帯・勤 務内 容に 応じ て、 蔵人 は再 々着 替えな けれ ばな らな かっ た。  

また蔵 人の 禁色（ 青色 袍）の着 用に つ いて検 討し 、新蔵 人は「禁 色

宣旨」によ って 天皇着 用の 直衣 の麹 塵 袍を下 賜さ れ、それを 着用 して

「吉書 奏 」を 行い 、その 後は 日中 勤務 の束帯 、宿直 時の 宿衣 のい ずれ

におい ても 麹塵（ 青色 ）袍の 着用 が許 される が 、天 皇が 麹塵 袍を 着て

御座所 に居 ると きは、位袍 でな けれ ば ならな い。天皇 御衣の 下賜 と天
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皇との 同色 着用 は 、天 皇と の恩 寵関 係 にもと づく 蔵人 集団 の特 権的 地

位を表 象す るも ので ある。蔵人 が勅 使 として 参向 する とき、蔵人 は天

皇から 下賜 され た麹 塵袍 の束 帯を 着用 したが 、それ は勅 使が 天皇 の分

身であ るこ との 表象 であ った 。  

 

第三 章  行 事 蔵人 と して の 服装  

平安時 代に は多 種多 様な 儀式・行事 が あり、蔵人 は行 事蔵人 を務 め

る時に 、行事 にお ける 役割 、行 事が 行わ れる「場 」、行事 にお ける 天皇

との関 係な どに よっ て、 異な る服 装で 行事の 任務 を務 めて いる 。  

本章で は行 事蔵 人が 着る 青色 袍の 問題 と、弓 射儀 礼・ 五節 ・仏 事 ・

正月儀 礼・賀 茂祭・行幸 にお ける 行事 蔵人の 服装 と儀 式・行 事の 性格

の関係 につ いて 検討 した 。  

平安中 期以 降（王 朝国 家段 階 ）の 宮廷 儀礼は 、太政 官を 中心 とす る

国家機 構が 準備・運営 する 儀礼 と 、天 皇と直 接的 な関 係の 深い 蔵人 が

関与す る儀 礼に 分類 でき る。前 者の 官 僚制原 理に 基づ く「機 構や 制度

を媒介 とす る」儀礼奉 仕は 、本 稿で は ほとん ど検 討対 象に しな か っ た

太政官 系列 の行 事（ 上卿 ―弁 ―史 ）を 中 心に行 われ 、後 者の「人 格的 、

身分的 従属 関係 」に基 づく 天皇 身辺（清 涼殿 ）で 行わ れる 儀礼 奉仕 は、

本章で 考察 した 行事 蔵人 が担 った。本 章では 具体 例を 通し て、後 者の

儀 礼 奉 仕 で 行 事 蔵 人 が 着 用 す る 服 装 が 天 皇 の 着 用 す る 服 色 と 同 じ 青

色＝禁 色の 袍で あっ たこ とを 明ら かに した。  

行事蔵 人が 青色 袍を 着て 奉仕 する 儀式 行事に は、賀茂 祭御禊 日、相

撲召合 、五節 寅日 、五 節卯 日（ 布袴 で ）、五 節辰 日朝（宿 衣で ）、行 幸

におけ る天 皇装 束奉 仕、な どが ある 。これら の儀 式行 事で の天 皇の 装

束は、御直 衣か 御位 袍（ 黄櫨 染）で あ る。相 撲召 合・五節 寅日 の御 前
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試・五 節卯 日の 童女御 覧な ど遊 興的 儀 礼、余 興的 儀礼 などで も行 事蔵

人は青 色を 着用 して 奉仕 した 。す なわ ち 、「 人格 的・身 分的 従属 関係 に

よ る 行 事 ― 天 皇 御 直 衣 ― 行 事 蔵 人 青 色 袍 」、 と 一 般 化 で き る 。 こ の 青

色袍を 着て 奉仕 する 儀式 は「人 格的 、身分的 従属 関係 」に基 づく 奉仕

である 。  

また宮 中仏 事（ 御斎 会内 論議・仁 王会・季御 読経・最 勝講・御仏 名

など ）の 場合 も 、行 事蔵 人は 青色 の服 装を着 用し て奉 仕し た 。こ れも

昇殿制 に基 づく「 人格 的、身分 的従 属関 係」によ る 奉 仕と なっ てい る。  

 

第四 章  禁 色 勅許  

本章で は 、ま ず「 禁色 」の 定義 につ いて 先行学 説を 批判 し 、「 禁色 」

と は 天 皇 着 用 の 表 衣 と 同 色 の 青 色 ＝ 麹 塵 の こ と で あ る 、 と 定 義 し た 。

そ の う え で 天 皇 と 同 色 の 青 色 ＝ 禁 色 の 装 束 の 着 用 を 天 皇 が 特 別 に 認

める「禁 色勅 許 」に つい て 、蔵 人を 含 めて宮 廷社 会全 体の 中で の禁 色

勅許 ･禁 色着 用の 実相 を、公 卿・蔵人・殿上人 それ ぞれ の場 合に 分け て

分析し た。  

ま ず 先 行 研 究 が 指 摘 し て い る 公 卿 が 禁 色 勅 許 な し に 禁 色 装 束 を 着

用でき たこ とを 具体 例に よっ て再 確認 し た 。ま た蔵 人の 禁色 勅許 につ

いて、第二 章で みた新 蔵人 補任 時の 禁 色勅許 のほ かに 、賀茂 祭斎 院儀

の 行 事 蔵 人 や 賀 茂 祭 御 禊 前 駈 の 蔵 人 な ど 内 裏 外 勤 務 の と き だ け に 適

用され る禁 色勅 許が あっ たこ と、院 政 期にな ると 、禁 色宣旨 を下 され

た新蔵 人が 、天皇 への 吉書 奏の まえ に 院に吉 書奏 して 奏上 文書 を院 奏

するよ うに なっ てい った こと を明 らか にした 。  

蔵 人 頭 ･蔵 人 が 全 員 禁 色 勅 許 を 得 た の に 対 し ､禁 色 勅 許 を 得 た 特 定

の殿上 人を ｢禁色 人 ｣とい い、大 臣の 子 弟に限 定さ れて いた。また 殿上



6 

 

人の中 で春 日祭・賀茂 祭の 祭使 を勤 め る人に は、時限 的に禁 色勅 許が

下され 禁色 ＝青 色袍 を着 て祭 使を 勤め たこと を明 らか にし た。  

 

第五 章  雑 袍 勅許 と 直衣 勅 許  

本章で は 、先 行研 究の 視点 を踏 まえ て 、平 安時 代の 雑袍 勅許・直衣

勅許に つい て考 察し た。  

雑袍勅 許に つい て、と くに 摂関 期を 中 心に具 体的 に検 討し た。雑 袍

勅許は 殿上 人が 昇殿 を聴 され たと き に ほぼ同 時に 行わ れた 。殿上 人は

雑袍勅 許に よっ て 、夜 間（ 夕御 膳か ら朝 御膳ま で ）、天皇 と同 じく 、日

常着で ある 雑袍 ＝直 衣を 着て 殿上 の間 で宿直 し 、天 皇御 前で 陪膳 を奉

仕した 。天皇 と同 じ日 常着 ＝直 衣姿 で 天皇の 日常 生活 に密 着し て天 皇

の寝食 に奉 仕す ると いう 、天皇 と殿 上 人との 特別 な恩 寵関 係の 服飾 的

表現で ある 。  

昼 間 に 公 卿 ･殿 上 人 が 直 衣 を 着 用 し て 殿 上 に 参 入 す る こ と は タ ブ ー

であっ たが 、内 覧左大 臣道 長が まず そ のタブ ーを 破り 、やが て口 実を

設けて 白昼 直衣 参入 する 公卿 も現 れた 。  

十二世 紀か ら確 認で きる 直衣 勅許 は 、殿上人 全員 に下 され た雑 袍勅

許 と 異 な っ て 、 摂 関 家 ･大 臣 家 な ど 一 部 の 特 権 的 な 公 卿 た ち が 日 中 に

直衣姿 で参 内す るこ とを 許し たも ので あ り 、鎌 倉期 には 貴族 の家 格固

定化の 中で 摂家 ・清 華家 を象 徴す る特 権的服 制と なっ てい った 。  

 

終章  

九世紀 末～ 十世 紀初 頭の 王朝 国家 への 転換の 一環 とし て 、昇 殿制 が

成立し た。この 昇殿制 の成 立に 伴っ て 、平安 貴族 社会 は新た な 身 分秩

序で構 成さ れる こと にな り、昇 殿制 に 対応す る蔵 人・殿上人 の天 皇へ
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の奉仕 形態 、宮廷 儀礼 体系 、そ れに 照 応する 服制（ 服装 体系 ）が 形成

された 。  

本 論 文 で は 、 平 安 貴 族 の 服 装 着 用 の 実 態 を 明 ら か に す る と と も に 、

貴族社 会の 特権 的服 制で ある 禁色 勅許・雑袍 勅許・直衣 勅許 を通 して

平安時 代の 政務 や儀 礼 、貴 族社 会の 特 質の一 端を 明ら かに する 研究 視

角から 、平 安貴 族社 会の 服制 の実 態を 解明す るこ とが でき た。  

最後に 、今後 の課 題と して は 、本 論文 で検討 した 禁色・雑袍 の着 用

特権と 、律 令制 の官人 編成 原理 由来 の 位袍束 帯 の 着用 を統 合し て、王

朝国家 宮廷 社会 の貴 族・官 人編 成・儀 礼体系 と関 係づ けな がら 、王朝

国家宮 廷社 会の 服制 の全 体像 を再 構成 する こ とで ある 。  

 

Ⅲ .参 考 文献 ・ 論文  

・茨 木裕 子「 平安 朝服 飾に おけ る聴 許 の流れ ―禁 色・雑袍 ― 」（『服 飾

美学』 第 23 号  1993 年 ）。  

・遠 藤基 郎「 過差 の権 力論 ―貴 族社 会 的文化 様式 と徳 治主 義イ デオ ロ

ギ ー の は ざ ま ― 」（『 王 朝 の 権 力 と 表 象 ― 学 芸 の 文 化 史 』  森 話 社  

1998 年 ）。  

・大丸 弘「 禁色 聴許 の被 服学 的研 究 」（『大 阪樟 蔭女 子大 学論 集』 1 号  

1963 年 ）。  

同「禁 色雑 袍の 風俗 史的 研究 」（『 風俗 』 3 巻 3 号  日本 風俗 史学 会  

1964 年 ）。  

・岡村 幸子 「職 御曹 司に つい て 」（『日 本歴史 』 582 号  1996 年）。  

・北村 哲郎 『日 本服 飾史 』（衣 服生 活研 究会  1973 年）。  

・小 川彰「古 記録 記事 を通 して みた る 禁色勅 許― 平安 後期 殿上 人層 を

中心と して ー 」（『国 史学 』 第 127 号  1 985 年 ）。  
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同「 禁色 勅許 の装 束に つい て 」（『 後期 摂関時 代史 の研 究 』吉 川弘 文

館  1990 年 ）。  

同「赤 色袍 につ いて 」（『 摂関 時代 と古 記録』 1991 年 ）。  

・今 正秀「王 朝国 家宮 廷社 会の 編成 原 理―昇 殿制 の歴 史的 意義 の再 検

討から ― 」（『歴 史学 研究 』 665 号  199 4 年）。  

・近藤 好和  『装 束の 日本 史』（平 凡社  2007 年）。  

・佐 藤泰 弘「平 安時 代に おけ る国 家・社 会編成 の転 回 」（『 日本 史研 究』

392 号  1995 年）。  

・佐藤 全敏 『平 安時 代の 天皇 と官 僚制 』（東京 大学 出版 会  2008 年 ）。 

・佐々 木文 昭「平 安中・後期 の過 差禁 制」（『 中世 公武 新制 の研究 』吉

川弘文 館  2008 年 ）。  

・佐 多芳 彦「 平安・鎌 倉時 代の 賀茂 祭 使―餝 車と ―過 差― 」（『 栃木 史

学』 11 号  1997 年）  

同『服 制と 儀式 の有 職故 実 』（ 吉川 弘文 館  2008 年 ）。  

同「平 安初 期の 公家服 制に つい て― 束 帯姿成 立の 背景 ― 」（『 立正 史

学』 110 号  2011 年）。  

・佐 藤早 紀子「 平安 中期 の雑 袍勅 許 」（『 史林』第 94 卷  第 3 号  2011

年）。  

・柴 田美 恵「 藤原 期に おけ る位 色の 変 容に関 する 一試 論― 紫か ら黒 へ

の移行 をめ ぐっ て― 」（『 服飾 美学 』 8 号  1979 年）。  

・下 向井 龍彦「 光仁・桓 武朝 の軍 縮改 革 につい て 」（『 古代 文化 』 49 巻

11 号  1997 年）。  

同「 平安 時代 史研 究の 新潮 流を めぐ っ て―十 世紀 後半 画期 論批 判― 」

（『 日本 古代・中世 史  研究 と資 料』15 号 1997 年、同『武 士の 成長 と

院政』 講談 社版 日本 の歴 史 07 2001 年 ）。  
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・新 山春 道「 王朝 の服 飾・容飾 と色 彩 ―禁色 をめ ぐる 諸相 ― 」（『王 朝

文学と 服飾 ・容 飾』 竹林 舎  2010 年 ）。  

・鈴木 敬三 『有 職故 実図 典― 服装 と故 実― 』（ 吉川 弘文 館  1995 年）。 

・田 島公「日 本律 令国 家の『賓 礼』― 外交儀 礼よ り見 た天 皇と 太政 官

―」（『 史林 』 68― 3 1985 年 ）。  

・玉井 力「「 院政 」支 配と 貴族 官人 層」（『平 安時 代の 貴族 と天 皇』岩波

書店  2000 年 ）。  

・古瀬 奈津 子「行 事蔵 人に つい て― 摂 関期を 中心 に― 」（『 日本 古代 王

権と儀 式』 吉川 弘文 館  1998 年 ）。  

同「昇 殿制 の成 立 」（『日 本古 代王 権と 儀 式』吉 川弘 文館  1998 年 ）。  

・服藤 早苗 『平 安王 朝の 五節 舞姫 •童女 』（ 塙書 房  2015 年 ）。  

・成 田汀「平 安朝 服飾 にお ける 麹塵 と 青色に つい て 」（『服 飾美 学』 16

号  1987 年 ）。  

・成 田汀「平 安朝 服飾 にお ける 雑袍 と 直衣の 諸相 ―重 色目 の成 立を 中

心とし て 」（『服 飾美 学』 20 号  1991 年 ）。  

同「 平安 朝服 飾に おけ る柳 色下 襲の 成 立―藤 柳下 襲の 重ね 色目 を中

心に― 」（『 服飾 美学 』 42 号  2006 年）。  

・中 町美 香子「平 安時 代中 後期 の里 内裏 空間 」（『 史林 』88 巻 4 号  2005

年）。  

・中井 真木「中 世前 期の 直衣 始に つい て」（『 史学 雑誌 』121 編 1 号  2012

年）、 107 頁。  

同 「 直 衣 の 定 義 の 変 遷 と 語 義 説 :宿 直 の 衣 か ら 常 の 服 へ 」（『 Waseda 

Global Forum』 No.11 2014 年）。  

同「『 枕草 子』に 描か れた 男性 の宿 直装 束 につい て 」（『 Waseda Global 

Forum』 No.12 2015 年）。  
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同『王 朝社 会の 権力と 服装 -直衣 参内 の 成立と 意義 』（ 東京 大学 出版

会  2018 年 ）。  

・西村 さと み「平 安京 の祭 礼― 賀茂 祭 の変遷 をめ ぐっ て 」（『ヒ スト リ

ア』一 四五 号  1994 年 ）。  

・西村 さと み「〈消 費 〉す る平 安京 」（『 平安京 の空 間と 文学 』吉川 弘文

館  2005 年 ）。  

・ 西 嶋 定 生 『 古 代 東 ア ジ ア 世 界 と 日 本 』（ 李 成 市 編  岩 波 書 店  2000

年）。  

・増田 美子 『日 本衣 服史 』（吉 川弘 文 館  2010 年）。  

同『日 本服 飾史 』（東 京堂 出版  2013 年）  

・桃崎 有一 郎「『 西宮 記』に 見る 平安 中 期慶申（拝 賀・奏慶・慶 賀）の

形態と 特質 」（『 立命 館文 学』 624 号  2012 年）。  

・ 渡 辺 直 彦 『 日 本 古 代 官 位 制 度 の 基 礎 的 研 究  増 訂 版 』（ 吉 川 弘 文 館  

1978 年 ）。  

・渡 邊誠「 日本 律令 国家 の儀 礼体 系の 成 立と蕃 国・夷 狄 」（『 九州 史学 』

174 号  2016 年）。  

同「日 本律 令国 家の「帝 国」型 儀礼 体系 の 解体 」（『史 人』第 8 号  2020

年）  

同「 東ア ジア の中 で日本 律令 国家「 唐風 化」再考 」（『 史学 研究 』308

号  2021 年 ）。  

・和田 早苗「 二藍 に関 する 一考 察－ 成 立と色 相を 中心 に－ 」（『 服飾 美

学』 第 36 号  2003 年）。  

・横 田美 緒『 平安 時代 の都 市祭 礼と し ての賀 茂祭 ―過 差と 過差 禁制 を

中心に ー 』（ 2008 年 広島 大学大 学院 教育 学研究 科提 出修 士論 文 ）。  

・米倉 広晃「天 皇御 服に おけ る「 帛」の服制 の成 立 」（『風 俗史 学』 71
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号  2020 年 ）。  

・ 山 本 佳 奈 「 相 撲 儀 礼 の 転 換 ― 相 撲 『 節 会 』 か ら 相 撲 『 召 合 』 へ ― 」

（『 九州 史学 』 156 号  2010 年 ）。  


